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健康寿命とは、日常的・継続的な医療・介護に依存しないで、自分の心

身で生命維持し、自立した生活ができる生存期間のこと。2000 年 WHO
が提唱。 
平均寿命と健康寿命との差は、日常生活に制限のある「健康では 

ない期間」を意味します。2016 年において、この差は男性 8.84 年、 
女性 12.35 年でした。 
 今年のゴールデンウ 
イーク、暴飲暴食をせず 
健康について考えてみて 
はいかがでしょうか。 
明るい未来のため、ひい 

ては、ご自身の健康のために 
何ができるかを。 
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氏 名 生年月日 支 部 出身校 段位 趣  味 

桐山 広大 H6.10.18 中村 米田柔整 － スポーツ全般 

長谷川裕樹 S57.12.7 熱田 米田柔整 － プログラミング 

間宮 大貴 S39.10.5 一宮 米田柔整 － － 

4 月 14 日（日）午前 10 時から午後 2 時 15 分まで愛知県武道館大道

場にて、第 28 回公益社団法人愛知県柔道整復師会少年少女柔道大会が

開催された。 
開催に際し森川大会会長は挨拶にて、参加した選手や父兄に謝意を述

べるとともに柔道整復師への理解を訴え、昨今のいじめ問題にもふれ

「柔道はまさに、このいじめに対し、日々の稽古で投げたり投げられた

りすることで痛みや苦しみを理解し、いじめない、いじめられないそし

てケガをさせないことに非常に有用だと思います、今日のこの試合を通

じてこの精神を学んでいただきたい」と述べた。また、「日々教えてい

ただいた技をいかんなく発揮していただき、思う存分悔いの残らない試

合をしていただきたいと思います」と述べた。 
愛知県柔道連盟 河原 月夫会長は挨拶にて、この大会はほねつぎの先

生方が心血をそそいでご指導された事の集大成の大会と述べた。 
黒野琢磨選手（東海）の選手宣誓のあと、愛知県下 60 の道場や柔道

教室に通う小学 4 年生から 6 年生までの男女合計 456 名がエントリー

し、8会場で1試合ずつのトーナメント方式で試合が一斉に開始された。

大きなけがもなく本大会は成功裏に終わった。 

【優 勝】男子 ▽ 小 4 下地琉仁（東海少年柔道教室） ▽ 小 5 諸橋琥太郎（東海

少年柔道教室） ▽ 小 6 西村和真（大石柔道会） 女子 ▽ 小 4 伊藤 杏（大石道

場） ▽ 小 5 嶋田真佑美（波多野道場） ▽ 小 6 榊原佑月（半田少年柔道教室） 

【大会会長賞】男子 ▽ 小 6 西村和真 女子 ▽ 小 6 榊原佑月  

【日整出場選手】監督・羽田野 剛、大将・西村和真、副将・黒野琢磨、中堅・山

口楽斗、次鋒・諸橋琥太郎、先鋒・下地琉仁 

長谷川貴一副会長が、3 月 20 日（水）に急逝された（享年 63）。 
3 月 21 日（木）に通夜が、3 月 22 日（金）には告別式が葬儀会館ティ

ア中川にて静粛に執り行われた。多くの業界関係者や愛整会員らが参列

し、突然の長谷川副会長の死を悼んだ。 
告別式にて森川会長は、長谷川副会長の経歴を紹介し、長年にわたる

功績に感謝の意を表すとともに、現在の柔整業界の難局を会員一同で乗

り越えて行くことを見守って欲しいと、涙で顔を歪ませながら弔辞を捧

げた。 
長谷川副会長は、昭和 53 年に中部柔整専門学校を卒業、昭和 56 年

に国際医学総合技術学院にて診療放射線技師の資格を習得、同年より医

療法人エスエル会セントラル病院放射線科に勤務した後、昭和 62 年 3
代目として長谷川接骨院に勤務した。高いレベルの医学知識を有する柔

道整復師として 30 年以上にわたり持ち前の優しさと献身的な施療で地

域社会や地域医療の発展に多大な貢献をしてきた。 
本会では、平成 11 年広報担当理事、平成 15 年広報副部長・保険担

当理事、平成 17 年広報副部長・学術部担当理事、平成 19 年広報部長、

平成 26 年副会長に就任、森川会長と共に 20 年間にわたり愛整会の進

展に大きく寄与した。多くの刊行物の発刊に携わるばかりか、これらの

刊行物の数多くのイラストを描いてきた。3 月 27 日発行の愛整ニュー

ス 84 号の「日整社団法人設立 65 周年記念式典・柔道整復術公認 100
周年記念祝賀会」の執筆が最期の記事となった。   
対外的には、愛知県社会保険・愛知県国民健康保険団体連合会・全国

健康保険協会愛知支部の各柔道整復療養費審査委員会委員、愛知県労働

局柔道整復労災保険療養費審査委員会委員、日整代議員、日整学術部員、

日整東海ブロック会理事、日本柔道整復接骨医学会評議員などの要職に

就任、柔整業界を牽引する役割が期待されている最中での突然の訃報で

あった。 

男性 女性

順位 都道府県 健康寿命 順位 都道府県 健康寿命

1 山梨 73.21 1 愛知 76.32

2 埼玉 73.1 2 三重 76.3

3 愛知 73.06 3 山梨 76.22

2016 年（厚労省 2018 年発表） 

男性 女性

順位 都道府県 健康寿命 順位 都道府県 健康寿命

1 愛知 71.74 1 静岡 75.32

2 静岡 71.68 2 群馬 75.27

3 千葉 71.62 3 愛知 74.93

2010 年 厚労省ホームページより 


